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ポーラ美術館 2026 年 展覧会スケジュールのご案内 
 

ポーラ美術館（神奈川県・箱根町）は、印象派を中心としたアジア有数の近代絵画コレクショ

ンを核に、現代美術の第一線で国際的に活躍する作家の紹介や、美術史を跡付ける重要な作品

の収集・公開に取り組んでいます。 

2026 年は、「SPRING（スプリング）わきあがる鼓動」、そして「開館 25 周年記念 没後 100

年 モネ×現代アート」（仮）の 2 つの企画展を開催します。 

 

 

「SPRING わきあがる鼓動」 

会期：2025 年 12 月 13 日［土］～2026 年 5 月 31 日［日］ 

 

春、生命が再生する時間。テクノロジーが社会を覆い尽くす現代において、私たちは身近な自然

の驚異や足元に広がる土地の記憶、そして人間の内なる根源的な力を見つめ直し、いっそう鋭敏

に感じ取ろうとしています。 

本展覧会では、アートにおける飛躍する力に光をあて、私たちの存在と感性をゆさぶる絵画、彫

刻、工芸、インスタレーション作品を紹介します。 

古くから旅人を惹きつけてきた「箱根」の地を起点に、過去と未来、あるいは彼方へとつながる

想像の旅を通じて、静かに、あるいは力強くわきあがる作品の響きと共鳴し、躍動する創造の鼓

動をご体感ください。 

 

会場：ポーラ美術館 展示室 1、２、３ 

主催：公益財団法人ポーラ美術振興財団  

      ポーラ美術館 

後援：箱根町、箱根町教育委員会 

企画：今井敬子（ポーラ美術館学芸部課長） 

   内呂博之（ポーラ美術館主任学芸員） 

 

 

おもな出品作家（予定）：歌川広重、五姓田義松、 

青木美歌、名和晃平、大巻伸嗣、丸山直文、 

イケムラレイコ、小川待子、杉本博司、チャールズ・

ワーグマン、クロード・モネ、ポール・ゴーガン、 

フィンセント・ファン・ゴッホ、アンリ・ルソー、 

ツェ・スーメイ、パット・ステア、アンゼルム・ 

キーファーほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

上）名和晃平《PixCell-Deer#72(Aurora)》（部分）2022 年、個人蔵  

©Kohei Nawa, Photo by Nobutada OMOTE, Courtesy of SCAI THE BATHHOUSE 

下）アンリ・ルソー《エデンの園のエヴァ》（部分）1906-1910 年頃、ポーラ美術館 



 

  

「開館 25 周年記念 没後 100 年 モネ×現代アート」（仮） 

会期：2026 年 6 月 17 日［水］～2027 年 4 月 7 日［水］予定 
 

印象派を代表する巨匠クロード・モネ。ポーラ美術館が収

蔵する 19 点の油彩画は、セーヌ河の水辺、サン＝ラザール

駅や行楽地、海辺などを描いた風景や、ロンドンやヴェネ

ツィアの連作、そして「睡蓮」連作にいたるまで、モネの初

期から晩年を網羅するアジア最大のコレクションです。本

展では、モネの没後 100 年、そして当館の開館 25 周年を

記念し、この奇跡のコレクションを一堂に展観します。時

代を超えてなお輝きを増すモネの絵画を、国内外の現代ア

ーティストたちの表現とともに、未来へ向けて紹介します。 

 

 

 

主催：公益財団法人ポーラ美術振興財団 ポーラ美術館 

企画：岩﨑余帆子（ポーラ美術館学芸課長）、鈴木幸太（ポーラ美術館主任学芸員） 

 

 「SPRING わきあがる鼓動」同時開催展 HIRAKU Project Vol.17 ヤマダカズキ「地に木霊
こ だ ま

す」 

 HIRAKU Project は、美術の表現と美術館の可能性を「ひらく」ため、ポーラ美術振興財団の「若手芸術家 

 の在外研修助成」を受けた作家の活動を紹介する展覧会シリーズです。第 17 回目となる今回は、伝統的な 

 モザイク技法を用いる気鋭の作家ヤマダカズキを紹介します。 

 

 会期：2025 年 12 月 13 日［土］～2026 年 5 月 31 日［日］ 

 会場：ポーラ美術館 1F アトリウム ギャラリー 

 主催：公益財団法人ポーラ美術振興財団 ポーラ美術館 

 企画：東海林洋（ポーラ美術館学芸員） 

 

■ポーラ美術館について 

2002 年に「箱根の自然と美術の共生」をコンセプトに神奈

川県箱根町に開館。印象派から 20 世紀にかけての西洋絵

画を中心としたコレクションを核とする展覧会を開催する

一方で、現代美術の第一線で活躍する作家たちの作品も収

集・展示し、同時代の表現へと展望を拡げている。富士箱根

伊豆国立公園という立地を生かした森の遊歩道では四季

折々の豊かな自然を楽しめる。 

 

開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

入館料：大人￥2,200／大学・高校生￥1,700／中学生以下無料 

    障害者手帳をお持ちのご本人および付添者（1 名まで）￥1,100 ※すべて税込 団体割引あり 

所在地：神奈川県足柄下郡箱根町仙⽯原小塚山 1285 

TEL：0460-84-2111 公式ウェブサイト：https://www.polamuseum.or.jp/ 

 

＜報道関係者お問合わせ先＞ 

ポーラ美術館 広報担当 :小野、稲見 TEL:0460-84-2111 

ポーラ美術館広報事務局:小沢、岩崎  TEL:03-5572-7351（株式会社プラチナム内） 

E-mail: polamuseum-pr@vectorinc.co.jp 

クロード・モネ《睡蓮の池》1899 年、ポーラ美術館 
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